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｢生きる力を育成する教育の創造」

～学び合いのかたちの効果的な活用を通して～

Ｉ主魍設定の理１１１

昨今の多様なIllIi値観や考え方を含んだ社会の'１１で，主体的に相互理解を深めながら鰹か

な人間関係を形成し，｜ﾘI確な意,ujLの下に其の「生きる力」を身につけていくことは，本校

の生徒にとってとても重要な課題である。また，新学腎指導要領では「生きる力」は確か

な学力と豊かな心，健やかな体の調和に）I[づいて育まれるとされており，まさに本校の校

訓である「自立創造」を具現化するものである。昨年度のとif佼評Illiによる課題からも，生

徒が積極的に発言・意見を言える，主体''１Oに学び，互いに学び合いながら高め合うことの

できる環境づくりは必須であることが分かる。そこで今年度は，昨年度までの取り組みを

継続的に行うとともに，各教科で「学びあいのかたち」を授業のｉｌ１に効果的に取り入れる

ことで，薙礎城本の定着を図りながらL'三徒相互の高めあいの場面を設定し，昨年度までの

課魍解決を図りたいと考え本主題を設定した。

Ⅱ研究仮説

生徒の実態や各教科（顛元）の特性に11|Iした学び合いのかたちを授業に取り入れること

で，確かな学ﾉノ（思考力・)卜|Ⅱ折力・表現ﾉﾉ）の定着とともに，学びに対する主体性の|<ﾘｰﾋ

が図れるであろう。

H１研究の内祥

１学び合いのかたちを効果的に取り入れた授業の工夫

・１４１己表現，イⅡ互交流できる集団の育成

．学び合いによりイllZl:|<Tl」1が図れる集団の育成

・心内，ペア，グループ，クラス集団等でできる授業形態の工夫

．話し合いの進め方の確認，定着

・生徒ｲ１１瓦のやりとり，デイベート，発表会等の場の設定

２研究授業の実践

・２学ｲド道徳研究授業（９月）

（義務教育科桁導主三|岼峡,|〔教育zl7務所指導三1三事）

．’学ｲド保健体育科研究授業（ｌ２ｊｌ）

（l狭〕|〔教育事務i〕｢指導主Ｚｎ

３名教科「実践報告シート」の作成

．「学び合い」設定の１１１１山（予想される効果）

．「学び合い」の形態・授業の流れ，授業後の反省等

･６３． 



４事前・事後アンケートの分析

・６月，１月学習に関するアンケート実施

成果と課題

１成果

○学び合いの形を効果的に取り入れた授業の工夫という点については，２

回の研究授業からもその成果が伺えた。

道徳の授業においては，まず各自が自分の考えや意見を|ﾘl確にすること

から始まり，それを４人グループという′l､集団の中で発表しあうことで，

他者の弩えを受け入れ，そこからＦ１分の考えを深める作業が行われた。ま

た，’11反する考えを提示し合うことで，新たなⅢ値観や考えを見出すグル

ープもあった。保IML体育科の授業においては，ハンドボールという競技を

〕、して，各チーム'41分たちのi洲題に沿った練習メニューを考え取り組んで

いた。また，実践的なゲームとゲームの間に，チームごと話し合いを持ち，

課題を１１'し，次のゲームには具体的にどのように臨んでいくのかを明碓に

して取り組むことができた。その過腿にＩＫ点がllfiかれたため，チームごと

の話し合い（学び合い）が行われたｉｉｉ後では，生徒の意識に明確な違いが

現れていた。

どちらの授業においても，lii元や課題に対して効果的に学び合いの形が

取り入れられたことで，有効性を実証できた。

○名教科による「尖践報告シート」を作成することで，昨イド度の校内研究

の成果である「授業(上組みシート」も含め，各教科，各rii元の学び合いの

効果的な活用場面を蓄積させることができた。

○事前アンケートを行うことで，現状での本校Ｌｌﾐ徒の課題，校内研究で取

り組むべき課題が|川確となった。また，三'１:後アンケートから，学び合いの

形を取り入れることで，生徒自身が深まりや広がりを実感していること，

’二1分の考えや意見が相手に伝わったと感じている生徒が噌加したことも

成果としてあげられる。

２課題

○ｲﾘﾄ究仮説にも先述したような，学びに対する主体性については，小集団

のIljでは効果が見られたが，｜川処の|ﾘ1碓化や授業に対する禰極的な姿勢に

はつながらなかった。個人がより根拠を|ﾘ1雌におさえたり，積極的に考え

を発信したりできる授業の工夫が必要である。

１Ｖ 

成来物

１各教科「実践報告シート」

２２ｲ'三道徳指導案・ｌｌＦ保健体育科指導案
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(研究主｛I：I1zlll直樹）
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